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１．はじめに

　冷戦構造の崩壊以来，経済のグローバル化
が加速するなか，大学教育は1991年「大学の
設置基準の大綱化」（以下大綱化と表記）の
施行以来大きく変化した。全国の大学で学部
の構成や教育課程に大幅な改組が行われ，専
門性を重視した教育へ方向が変更され，教育
制度の見直しが進められていった。大綱化の
影響がもっとも大きかったのが一般教育科目
と外国語科目である。とりわけ第一外国語と
しての英語に対して第二外国語とされる初修
の外国語においては，その位置づけや内容の
変化には著しいものがある。英語＝国際性で
あるかのごとく外国語といえば英語一辺倒の
昨今の語学教育の在り方のなかで，英語教育
の比重が大きくなるのに反比例するかのよう
に，年々初修の外国語は縮小の一途をたどり，
現在もそれは続いている。なかにはカリュラ
ムから初修外国語を全面的に廃し，英語のみ

にしてしまった大学もある。このような状況
の中で北星学園大学が開学51年目を迎えた現
在においてもなお，英語・ドイツ語・フラン
ス語・中国語・韓国語の５言語の語学教育体
制（1）を維持しているということは大変貴重
なことである。
　かつては「英語の北星」の異名を馳せた北
星学園大学であるが，その北星も時代の趨勢
に抗えず，開学以来大学そのものの成長と，
社会情勢の変化にともない語学教育体制は
徐々に姿を変えてきた。本稿ではその変遷を，
母体である北星女学校から時系列にそって歴
史的に振り返ることにより，外国語教育が本
来持つ意義と目指すべき方向性を探っていき
たい。

２．日本の外国語教育の萌芽
　　北星の誕生から短大創設まで

　1871年（明治４年），明治政府は，先進諸
国の視察のため岩倉使節団を欧米に派遣し
た。宣教師Ｇ・Ｆ・フルベッキを招請し遣外
視察団の立案を依頼し，それを元に実行した
のだ（2）。使節団には岩倉具視を始め木戸孝
允，伊藤博文，大久保利通ら政府中枢メンバー
48名に加え，随員，留学生ら（５名の女子留
学生を含む）60名が同行し，総勢100余名の
欧米滞在は１年10カ月（1871〜1873年）に
およぶ大規模なものであった。当時の日本は
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藩籍奉還，廃藩置県直後の混乱が続き，旧藩
の権力闘争と思惑が渦巻いて，国が国として
まだ体をなしていなかった。生まれたばかり
の明治政府にとっての最重要課題は，できる
だけすみやかに先進諸国との不平等条約を改
正し，文明開化の国にふさわしい国家を構築
することであった。使節団の目的はそのため
にも政治，経済，産業，軍事，社会，教育す
べての分野にわたって欧米の先進諸国の機構
や諸制度を広く視察することにあった。帰朝
後，使節団が欧米で見，聞き，認識したもの
が多方面で，後の近代日本の形をとり，行方
を決定づけていくことになるということは言
うまでもない。明治政府にとっては欧米に劣
らぬ高度な知識を身につけたエリートを教育
養成していくことが急務の国策だったのであ
る。欧米諸国の諸制度をより深く，広く学ぶ
ためには，文献を読み，解釈するための言語
能力を養成しなければならない。旧制高等学
校では選択する第一外国語（英語，ドイツ語，
フランス語）によって甲，乙，丙とクラス分
けされ，第一外国語の履修時間数は文科が約
930時間，理科は約840時間である。さらに第
二外国語は第一で選んだ以外の言語を選び，
履修時間は文科，理科ともに360時間となっ
ている。第一，第二言語あわせて外国語の授
業は全体の３分の１を占める。使節団一行が
フランスの文明の高さに圧倒され，また新興
ドイツ帝国に未来の日本の姿を重ね合わせ，
米・英・仏・独の先進性に貪欲なまでの関心
を持ったればこそ，外国語を英語，ドイツ語，
フランス語としたのはむべなるかなと思われ
るのである。ところがこれら先進国の諸制度
の仕組みを学ぶ一方，アジアへの視線は驚く
ほどに抜け落ちたまま，良くも悪しくもその
後の近代日本史を作っていくのは周知のとお
りである。
　北星学園の創設者，サラ・Ｃ・スミスが日
本にやってきたのは，使節団の帰国後，７年
経った1880年（明治13年），明治政府が国を

挙げての富国強兵，殖産興業政策をとってい
たころである。スミスはニューヨーク州のエ
ルマイラ第一長老教会から宣教師として派遣
され，東京の新栄女学校で３年間教鞭を取っ
たのち，函館に移った。当時函館にはすでに
多くの外国人宣教師が布教活動を通じ商船学
校や師範学校など各種学校を築き教育面で活
躍していた。札幌ではウィリアム・スミス・
クラークが農学校に赴任し，植物学を始め自
然科学一般を英語で講義し，布教活動をして
いた（1876〜1877年）。しかしその期間はわ
ずか８カ月間にすぎない。スミスが札幌に来
たのはクラークが札幌農学校を去って10年後
の1887年である。スミスは函館の自宅で教育
していた７人の少女たちを連れて女子教育を
開拓すべく札幌にやってきた。そしてこの７
人の少女たちを中心に女塾を開き，かねての
念願どおり，スミス女学校（７年後北星女学
校に改名）を開いたのである（3）。そのなか
には函館から同行した河井道がいた。河井は
当時の様子を後年，『わたしのランターン』
のなかで詳しく回想している。
　スミスの受け持った聖書，歴史，ナショナ
ル・リーダーを用いての授業は全て英語で行
われた。その教え方は厳格で，正確な発音が
できるまで一人ひとりに何回も繰り返させ
た。スミスは河井道の引っ込み思案を直すた
め，彼女の椅子を丸一年間も自分の机のそば
に置くことにした。ある日リーダーの時間に，
ソリ滑りの部分を生徒たちに次々読ませた。
河井の内奥で，「勇気を出せ！」と囁くもの
があった。彼女は勇気を奮って立ちあがった。
　Ho! Ho! How we go
　Down the hill, over the snow!
　Ho! Ho! How we go
　Up the hill, over the snow!
　Hold me, Jack.
　Let you fall? Not at all!
　Ho! Ho! Up we go, up to the hill!
　彼女は自分でも驚くほど頬をほてらせ，ス
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ミスの指導通りのアクセントと発音で読ん
だ。とたんに，スミスは手を叩いて喜び，
“Well done! Very good! That’s the way it 
should be”と言って彼女をすぐに皆の席に戻
した・・・・こんな経験をへて河井は誉めら
れるのは嬉しいことだと分かった。次第に彼
女は臆することなく人の前で話す力をつけて
いった（4）。
　河井道は卒業後，北星女学校の教師を務
め，新渡戸稲造や津田梅子に師事し，早くも
1900年（明治33年）ペンシルベニアのブリン
マー女子大学に留学し，後に津田英語塾教授
を経て，1929年に恵泉女学園を設立してい
る。1912年には国井あやがヒューロン大学に
留学，また1959年に渡米した近藤武子など教
育界のみならず，地域に根差し社会のあらゆ
る分野で活躍する多くの優秀な人材を北星は
輩出してきたのである。ついでながら河井道
が師事した津田梅子は1871年の岩倉使節団に
随行している。当時わずか６歳であった。
　当時の日本には政治，経済，技術，教育，
芸術各分野で専門的な知識や概念を伝えられ
る日本語で書かれた学術書はまだ存在しな
かった。明日の日本を背負う若者たちが広く
深く先進国の知識を得るには，外国語の習得
が不可欠だった。そして西欧が200年，300年
かけて築き上げてきた知識をわずか30〜40
年で学び，外国語を一語，一語日本語に照ら
し合わせ，訳語を創出し，体系化し，学術と
教養の世界が築き上げられていった。目覚ま
しい発展，進歩がひずみも矛盾も含んだまま，
時代とともに繰り広げられていった。
　宣教師，スミスの来日が1880年，そしてそ
の帰国は1931年，半世紀に及ぶ人生を彼女は
日本の教育に捧げてきたことになる。しかし
スミスの教育は単なる英語教育だけではな
い。何もないところから粉骨砕身して学校を
立ち上げ，困窮に耐え，激務に耐え，人のた
めに奉仕し，義務と責任を全うするヒューマ
ニストとしての生き方を身をもって示したの

だった。スミスの建学精神はアリス・モード・
モンクに引き継がれ，日清戦争，日露戦争，
満州事変の戦時下，社会が国家主義に傾き排
他的な風潮にあっても，その精神が揺らぐこ
とは決してなかった。モンクは何よりも愛を
もって生徒に接し，生徒の人格の陶冶を目指
し，生徒の自立心や個性を育くんで行った。
それに応え，卒業生たちは日本における社会
福祉事業の草分けとして活躍した者は数知れ
ない（5）。1931年になると日中戦争が勃発し，
戦争は拡大し長期化の様相を帯び始める。政
府は国を挙げて国家総動員の翼賛体制を強化
し，社会全体があたかも坂道を転げ落ちるか
のように偏狭なナショナリズムへと向かって
いった。半世紀にわたって生徒の自主性を尊
重し，育んできた北星の校風は快活で自由で
明るい。だからこそこのような戦時下にあっ
てはよけい「ヤソの勉強をするヤソの学校」
と非難，誹謗中傷を受ける対象となっていく
のである。しかしこうした外圧にもよく耐え，
英語教育（読み方，解釈，書取，文法，会話）は，
太平洋戦争が始まり米国人教師への帰国勧告
が出る1941年まで途切れることなく続けられ
たのだ。モンクが北星に赴任したのは1905年
である。戦局がどうあれ，愛すべき生徒のた
めに札幌に残り，北星の教育に生涯を捧げる
つもりで永眠の墓まで決めていたモンクは帰
国する気持ちなど毛頭持ち合わせていなかっ
た。しかし戦況はそれを許さなかった。モン
ク，スミス，ヘレフォード，マクロリーの４
名の外国人教師はついに帰国勧告を受け入れ
ざるを得ず，帰国の途につくことになる。モ
ンクはできる限り多くの教え子に会い，悲し
みをこらえ別れを惜しんだ。見送る生徒たち
の胸は申し訳なさに胸がいっぱいで涙を流し
ていた。女性のみのしかも敵性人である４人
の帰国の道中を憂慮した当時の北星女学校の
校長，溝上茂夫は，彼女たちが日本を発つま
で同行することになる。道中は案の上，私服
警官につきまとわれ，また随所で官憲の執拗
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かつ無礼な取り調べを受け，難儀を極めた。
ようやく東京に着けど，すでに横浜港からの
北米航路は断たれた後ですでに船はなく，一
行は経由船を求め神戸，そして長崎まで行か
ねばならなかった。ようやくたどり着いた長
崎でも横浜税関の許可がないという理由で乗
船を拒否される。許可を得るにはどれほどの
日数がかかるかわからないというのである。
しかし溝上の粘り強い交渉のおかげでどうに
か彼女たちは乗船が許されたのである。まる
で逃避行のような苦難の旅路であった。出港
の日のことを溝上は語っている。「出港の時
モンクたち四人はデッキに並んだ。そしてモ
ンクが手を高くあげて空中に何か文字のよう
なものを書いた。理解できないでいると，横
にいた人が“Thank You”と書いていると教
えてくれた。」（6）

　これが，約40年にもわたって，北星女学校
の教育に心血をそそいだモンクの日本を去る
最後の姿であった。
　モンクらが去った後，戦局はますます厳し
くなり，生徒も戦力増強の人的資源と位置付
けられ，女子勤労挺身隊が結成され，玉砕精
神が強要された。北星は敵国の宗教の学校と
いうことで，キリスト教主義教育を基本とす
る北星の伝統も誇りもことごとく否定され
た。そして校舎は女子医専への貸与が強制さ
れ，ついに新入生募集も停止を余儀なくされ
るに至った。
　やがて敗戦の時を迎えた1945年以降，北星
の関係者にとっては，進駐軍に接収された校
舎の返還要請，北星の再編と文字通りの東奔
西走の日々であった。文部省は，教育勅語を
廃止し，戦時教育体制，軍国主義思想の払拭
政策を打ち出し，平和国家の建設のため国民
の教養の向上，科学的思考の涵養，平和愛好
の精神などを目標にかかげ，個性の確立と人
間尊重を基本理念にした教育基本法を発表し
た。だが，ここに謳われる教育理念はすでに
60年も前，創立者スミスが掲げた北星教育の

基本理念そのものであったのだ。
　敗戦にともない1947年にはエリザベス・エ
ム・エバンスが６年ぶりに日本に帰ってき
た。涙ながらに外国人教師たちを見送った同
じ場所に集まり，ここで再びエバンスを迎え
るということは，エバンスに教えを受けた卒
業生はもとより北星の関係者は感無量であっ
たに違いない。ついこの前までアメリカ人は
憎き鬼畜と教えこまれてきた日本人が迎え入
れるのである。エバンスとて闘いに負けた日
本人が自分をどのように受け入れられるのか
という不安があっただろう。しかし歓迎の花
束をささげた生徒の一人は，エバンスが流暢
な日本語で答えたとき，先生は日本語を忘れ
ていなかったと思ったとたん，熱いものが胸
にこみ上げてきたと記している。一方エバン
スのほうも戦争による６年半の不在の後，雪
の降る中，正門前に並びWelcome songを高
らかに歌い迎えてくれた200名もの少女たち
との再会の感動をどう言葉で表わしたらよい
のかわからないとアメリカの友人に書き送っ
ている。生徒たちは継ぎ当てだらけのモンペ
をはいてはいたが，どの顔も頬はバラ色に美
しく，目は輝き，まさに６年前に残していっ
た愛すべき生徒たちそのものの姿を再びそこ
に見出したのである。この様子を見たアメリ
カ兵たちはその熱烈な歓迎ぶりに驚嘆したと
いう（7）。
　そして校長となったエバンスを中心に北星
の再建が始まる。エバンスは自らその先頭に
たって，あらん限りの情熱をそそいで復興に
あたった。新教育制度に基づき，1949年の新
制高等学校発足当時の募集要項を見ると，英
語学科については「外人教師を中心として，
実際的な英語の力を養い，外国の事情に通じ
るとともに，卒業後はこの方面における要請
に応え，さらにまた大学へ進学できるように，
会話，作文，訳読，英文学史等１週10時間づゝ
の英語学習の時間をおきます。なおほかに英
文タイプライターの学習時間も選択できるよ
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うにいたします」（8）とある。
　それから３年後，戦後の教育体制の刷新に
ともない，度重なる審議の末，1951年北星女
子短期大学英文科が設置された（さらに３年
後の1954年，家政科が設置認可される）。再
建は破竹の勢いであった。エバンスは初代の
学長を務めると同時に率先して世界史を担
当した。講義は当然英語でなされる。しかも
エバンスは学生をアメリカの大学生と同等に
扱ったため，課題は１週間に何十ページと量
も多く，学生はついていくのも困難をきわめ
た。しかしその成果あって４年制の大学へ進
学するものあり，アメリカの大学へ留学する
ものあり，各方面で活躍した。開学の式辞で
エバンスは，教育は知識Knowledgeをいか
に用いるべきかという知恵Wisdomを与えて
こそ成り立つと説き，短大がしかるべく動き
だすのを見届け帰米することになった。帰米
する別れの日の様子を，当時の副園長，時任
正夫は次のように語っている。
　エバンスは札幌駅で卒業生，在学生一人一
人に笑顔で挨拶を交わしていた。
　「車が駅を離れ生徒たちの顔を見えなくな
ると先生は突然，反対側の座席に身を投げか
けられ，身もだえして号泣された。私がビッ
クリしてしまったほど生徒に対する，北星に
対する愛の涙は激しかったのである」（9）エ
バンスは太平洋戦争の間の６年半を除いて，
停年（65歳）を迎えるまでの約40年間，北星
のために半生を捧げたのだった。
　1951年（昭和６年）短大の設置と同時に中
学，高校，短大と一貫教育の学びの場として
認可を受けた北星学園（1947年名称を北星学園と改

称する）は，1887年（明治20年），スミスが厩
を改造した教室で開学して以来まさに65年の
歳月を刻もうとしていた。
　近代化の過程で，江戸末期の御雇外国人に
始まり，多くの優秀な宣教師などが果した役
割は計り知れない。彼らの助言，指導のもと，
またそれを吸収しようと渇望する謹厳実直な

日本人の努力により日本の教育の基礎が築か
れたのだ。北星もその例外ではない。何もな
いところからスミスが女子教育に乗り出し，
モンク，そしてエバンスへと引き継がれ，北
星学園の土台ができあがったのである。
　北星短大の履修科目に英語以外の外国語と
して最初に登場したのはドイツ語である。そ
の後フランス語が加わる。

３．北星学園大学開学から現在までの
外国語教育

　北星学園は開学以来一貫して女子教育路線
をとってきたが，それは当時の日本の男尊女
卑の風潮のもとでおろそかにされてきた女子
教育の改善にその端緒がある。そもそもキリ
スト教主義の教育は初めから女子にも男子に
も等しくなされるべきものであったはずだ。
男女の区別なく提供することこそ北星の教育
理念にかなうものとして，1951年の女子短期
大学開設当初からあった４年制大学への移行
の願いは，男女の区別なく共学というかたち
で1962年（昭和37年）に英文学科，社会福祉
学科という体制で開学の実現をみる（10）。時
代は東京オリンピックを２年後に控え，社会
が沸き立ち，経済は驚異的な勢いで成長路線
を駆け上り，大学も同様で新設のラッシュを
迎えようとしていた。北星学園大学が開学さ
れたのはこのような時期であった。
　一方，大学のありかたも社会の変化にとも
ない，わずか戦後十数年の間に大きく変化し
た。なによりも国のための特権的エリート養
成機関であった旧制高校が，戦後瞬く間に国
民教育を目的とする新制大学に姿を変えたの
である。1947年（昭和22年）に出された学校
教育法（第９章，83条）で，大学については
次のように定められている。「大学は，学術
の中心として，広く知識を授けるとともに，
深く専門の学芸を教授研究し，知的，道徳的
及び応用的能力を展開させることを目的とす
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る。大学は，その目的を実現するための教育
研究を行い，その成果を広く社会に提供する
ことにより，社会の発展に寄与するものとす
る。」つまり人文・社会・自然科学の諸分野
にわたり，広く教養と見識を持つ人材の養成
と学術的な専門家の養成，このふたつを一体
化することを謳っている。つまり，これは北
星においてスミス→モンク→エバンスへと継
承され，実践されてきた学校教育理念と本質
的には何一つ変わらない。変化しているのは
受容するほうの社会的状況である。とりわけ
初修の外国語教育は，社会情勢にあわせ，制
度化し，体系化する時点で，あるときには重
要視，あるときには軽視の傾向が，またとき
には解釈の差異が生まれ，その都度是正，改
革の必要が生じるのだ。新制大学設立の「大
学基準」においては，当初，外国語は人文・
社会・自然科学を中心とする一般教育のなか
の人文学系列のなかのひとつとされていた
が，３年後の1950年（昭和25年）にはもう切
り離され，独立した外国語科目となっている。
短期間のうちに矢継ぎ早になされた改革にそ
のドタバタぶりが見てとれる。切り離された
理由は，第一に，人文系列から外国語８単位
を履修すれば，そのなかの他の科目が取れな
くなり，他科目の履修を圧迫することになる
ということと，第二に，外国語は確かに人文
科学の要素をもってはいるが，専門教育には
欠かせない原書講読の基礎的な力を培うもの
でもあるという事情によるものである。そう
したことから外国語は「補助科目」として分
立した。その結果，第二外国語の履修につい
ては，旧制高校時代の履修時間数360時間は
新制大学になって８単位（週２コマ履修時間
数180時間）と大幅に縮小されることになる。
さらに1956年（昭和31年）には「原則として
二外国語以上，一外国語でもよい，卒業要件
は一外国語８単位以上，ニ外国語以上の場合
には，専門教育科目の単位に含めることがで
きる（11）となり，履修時間数は実質90〜180

時間とさらに減少する。北星学園大学が開設
された当時の外国語履修の背景は以上のよう
な状況にあった。
　1962年（昭和37年），北星学園大学開学当
初の「学科履修の手引」はわら半紙に記載さ
れたもので，しかも手書きである。履修方法
は前述の1956年の基準を踏襲し，外国語科目
については次のように記載されている。（以下

添付の資料：「北星学園大学・外国語カリキュラムの変遷

一覧表」を参照）

・英文科のものは第一外国語（英語），第二
外国語（独語・仏語のいずれか一つ）それ
ぞれ８単位を必修とする

　社会福祉学科のものは第一外国語（英語）
８単位，第二外国語（独語・仏語のいずれ
か一つ）４単位を必修とする

・第二外国語８単位履修したものについては
そのうち４単位を各科専門科目の単位数と
して数えることができる

　この体制は1965年，経済学科が設置された
あとも変わらず，英文科（第一外国語８単位，
第二外国語８単位必修），それ以外の学科は
第一外国語８単位，第二外国語は４単位が必
修である。若干の変化が生ずるのは1969年，
第二外国語に露語が入り，その選択肢が増え
たことである。どのような理由で新規設置さ
れたのか定かではないが，北海道という地理
的条件からみても露語が導入され，選択肢が
増えたこと自体は知的分野が広がったことと
して歓迎すべきことである。
　1964年のオリンピックの後1970年に入ると
日本経済は世界各国に市場を拡大しますます
発展し，国民総生産はついに世界第２位にま
で上り詰めた。敗戦後からの著しい日本の復
興は東洋の奇跡とまでいわれたほどである。
1970年の大阪万博は日本にとって高度成長の
象徴でもある。それにともないこの頃からし
きりに「国際化」ということばが使われ始め
る。同時に大学の英語教育では盛んにコミュ
ニカティヴ・アプローチが話題になり，新制
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大学開設期からの遺産である文法，訳読中心
の教授法の見直しが行われようとしていた。
しかし，第二外国語についてはまだ旧態依然
として文法・訳読の授業が中心で，理解すれ
ばそれでよしとするサイクルから抜け出して
はいなかった。一大転機が訪れるのは1991年

（平成３年）の「大学の設置基準の大綱化」
が施行されてからである。大綱化により一般
教育と専門教育の区分，一般教育内の区分（一
般［人文・社会・自然科学］，外国語，保健
体育）が廃止され，卒業要件を満たせばカリ
キュラムの策定はそれぞれの大学の裁量に委
ねられるようになった。それを受けて，全国
の大学，学部では教育組織改革，カリキュラ
ム改革，教育方法改革など改組が行われ，専
門性をより重視した教育へと方向が変更され
た。大綱化の影響をもろに受けたのがいわゆ
る一般教育科目，そして初修の第二外国語で
ある。人間形成に欠くべからざる一般教養科
目，そして第二外国語の履修は，大体１・２
年次のあいだにそれらを履修し終え，その後
３・４年次に専門の科目に移り履修するとい
うのがこれまでの一般的なかたちであった。
しかし大綱化以降，専門教育は１年次から導
入可能となった。それぞれの独自性，特徴を
編み出す大学の自治尊重の姿勢が，国際化の
社会にあって即戦力となるような専門知識を
持つ学生の養成を目的とする産学協同志向と
一致したことになる。その結果これまで１・
２年のカリュラムを占めていた一般教育科目
や第二外国語は行き場を失い，除外される傾
向が生じた。大綱化以前はなんとか概ね４〜
８単位必修の枠内に収まっていた第二外国語
は必修から自由選択へ，あるいは週２コマ１
年間（90時間），週２コマ半期（45時間），と
ますます縮小され，履修形態には一貫性がな
くなってしまった。しかし初修外国語で，週
１コマ，２コマで45〜90時間の履修時間と
は，科目自体が無きに等しいのだ。しかし残
念ながら今ではこうした形が一般的で，さら

に2010年代に入ってからは第二外国語の選択
必修自体を削除し，外国語は英語のみという
大学も出てきているのが現状である。
　話を北星学園大学の第二外国語事情にもど
そう。北星学園大学に第二外国語に縮小の兆
しが見えるのは1983年である。全学科第二外
国語の選択肢はこれまでどおり「独語，仏語，
露語」で変わりはない。開学当初から第二外
国語を８単位履修したものは，そのうちの４
単位を他の科目に算入することができたが，
英文科の第二外国語については「必修の８単
位のうち４単位を1983年度以降に入学した者
については，文学，語学系専攻共通基礎・専
門科目の単位として数える」と明記されてい
る点である。つまり，「第一，第二外国語そ
れぞれ８単位必修」といいつつ，２年次の４
単位分の読み換えの可能性をあげるというこ
とは，第二外国語がいつでも切り捨て可能と
なる前段階になったともいえるのだ。他の科
目として読み換えれば，自律的な外国語科目
とはいえない。実質は８単位であっても，見
方をかえれば，社会福祉学科や経済学科と同
じように「第一外国語８単位必修，第二外国
語４単位必修」ということになる。
　さらに1987年になると，英文科の第二外国
語の選択肢から露語が削減され独語，仏語の
みになる。そして新たに３・４年次用に自由
選択外国語というのが開設されている。しか
しこれは，「１・２年次に第二外国語（８単位）
を履修した者のみ履修可」であり，しかも「１・
２年次に履修した以外の外国語であることが
履修条件」になっている。つまり履修者にとっ
ては第三外国語ということになる。その内容
は豊富で，独語・仏語が３・４年次，露語に
ついては３年次のみの開講である。だが１・
２・３・４年次とも同一言語ならともかく，
１・２年次に独語なり仏語を履修したものが，
その後新たに仏語や独語を履修するであろう
か？中には語学好きで向学心に燃えた殊勝な
学生がいるかもしれないが，語学はそれほど
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生易しいものではない。どっちつかずになる
のが落ちで，事実上成果を挙げるのは不可能
に近い。ましてや露語についてはなおさらで
ある。大学へ入ったら露語を取りたいと思っ
ていた学生は，まず独語か仏語のいずれかを
２年間かけて８単位とらねばならず，そのあ
と３年次になって初めて露語を履修すること
ができるのである。しかも１年間のみの開講
である。キリル文字から初めて，わずか１年
間でどれほどのことができるというのであろ
う。そもそも選択必修と自由選択とは履修の
意味内容が本質的に違う。縛りがはずれて第
二外国語がいっせいに自由選択となれば，少
数の例外的な語学熱心な学生を除いて，苦労
をともなう時間食いの第二外国語などは履修
せずに，もっと単位を取得しやすい科目に大
半が流れて行くことになるだろう。それと同
時に苦労するからこそ得られる達成感や語学
を通じての文化的視野の広がりや，知的判断
力の養成や人間形成の機会は失われてしまう
ことになる。自由選択とは名称とは裏腹にそ
ういう危うさをともなうものである。社会福
祉学科，経済学科の第二外国語については，
この年（1987年）に設置された経営情報学科
も含め，依然１年次履修の４単位のみの必修
である。ただし２年次もさらに履修を希望す
れば，その単位は専門教育科目（関連科目）
の単位として数えることができると付記され
ているが，これは公平さの視点からの記述だ
と考えられる。
　1989年には英文科の３年次の自由選択の外
国語に一年間のみの中国語が加わる。中国語
を履修したければ，露語同様１・２年次に独
語か仏語のいずれか（８単位）をとったあと
の履修でなければならない。一方，社会福祉
学科，経済学科，経営情報学科は，最初から
１年次のみの必修（４単位）とはいえ，その
内訳は，従来の独語，仏語，露語に新たに中
国語が加わり，４言語となってその選択肢は
豊富である。中国語が新たに加わったのは世

界情勢，社会の変化が要因と考えられる。冷
戦下，中ソ，日米それぞれの軍事同盟に引き
寄せられる形で東アジアは２つの陣営に分か
れ対立していたが，1960年代に中ソ関係の悪
化が表面化してくると，この対立構造に徐々
に変化が現れるようになる。まず1972年の日
中の国交正常化，さらに1979年の米中の国交
樹立などを契機に，中国は次第に対外開放路
線へと舵を切り，この方向転換はその後の国
際情勢を大きく変えて行くことになる。経済
の国際市場は広がり，東アジア諸国の発展は
それぞれの国の相互協力体制抜きには語れな
くなってきた。北星学園大学でもこのころ
から国際交流に重点が置かれるようになり，
1963年ルイス・アンド・クラーク大学との交
流から始まった国際交流は1983年のブエナ・
ビスタ大学，BCAコンソーシアムの加盟校
など飛躍的に拡大され，1988年にはついに中
国大連外国語学院と国際交流協定が結ばれる
に至ったのだ（12）。これが，中国語が北星の
外国語科目に登場した背景である。いうまで
もなく，中国との国交回復を契機に全国の大
学でも中国語の開講と履修者は年々増え続
け，履修者数はヨーロッパの言語と逆転の様
相を示し始めた。
　1991年の大網化以後の全国の大学の改組，
改変の結果は外国語科目の変化だけではな
い。かつての一般教養科目はすでに解体し，
再分化し，多様化してしまった。北星学園大
学も例外ではない。テーマ別科目が年々増加
の一途をたどり，互いにひしめき合っている。
これらが有機的に統合されているかどうかは
今後の大きな検討課題となろう。
　1996年，社会福祉学科は，福祉計画学科，
福祉臨床学科，福祉心理学科を有する一つの
学部（社会福祉学部）となる（以降，社部と表記，

文学部英文学科は文部，経済学科・経営情報学科は経部と

表記）。北星ではカリキュラムから第一・第二
外国語の区分がなくなり，外国語科目に統一
されている。またこの年には，英文科に課さ
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れていた第一外国語８単位が４単位の必修に
縮小された。もともと英語を専門とする学科
なのだからテーマ別科目の増大による学生の
負担軽減措置と考えられる。さらに自由選択
外国語は完全に消滅し，英文科の学生に対し
ては露語，中国語の履修機会は完全に失われ
る。つまり英文科は１年次に英語Ⅰ・Ⅱ（セ

メスター制に準じる）を４単位必修，さらに，１・
２年次に独語Ⅰ〜Ⅳあるいは仏語Ⅰ〜Ⅳのい
ずれか８単位必修ということになる。一方，
経部・社部には区分上も含め大きな変化があ
る。８単位の英語の必修が４単位に減少する
一方，旧第二外国語の４単位必修が８単位必
修に増加したことだ。１年次の英語（Ｉ・Ⅱ）
４単位のみが必修となり，旧第二外国語に相
当した分野に英語Ⅲ〜Ⅵ８単位が組み込まれ
たのだ。つまり１年次英語Ⅰ・Ⅱを履修後，
２年次以降に英語Ⅲ〜Ⅵ，独語Ⅰ〜Ⅳ，仏語
Ⅰ〜Ⅳ，中国語Ⅰ〜Ⅳのいずれかを選び８単
位必修しなければならない。従って，経部・
社部の学生は，①英語のみをⅠ〜Ⅵまで12単
位履修し他言語は履修しないか，あるいは②
１年次に必修英語Ⅰ・Ⅱの４単位を履修した
後，２年次からは，初修外国語，独語Ⅰ〜Ⅳ，
仏語Ⅰ〜Ⅳ，中国語Ⅰ〜Ⅳのうちからいずれ
かを選び８単位とるか，２通りの履修方法を
もつことになる。ここで露語は経部・社部に
おいても完全にカリキュラムから姿を消して
いる。
　2000年になると，文部（英文科）は外国語
科目としての英語４単位の必修自体がなくな
り，外国語科目の必修は独語Ⅰ〜Ⅳ，仏語Ⅰ
〜Ⅳの２言語のいずれか８単位（１・２年次）
のみとなる。経部・社部については，履修時
間帯の変化（１・２年次に配当）のみで変わ
らない。ただし英文科の８単位に対し，12単
位とらねばならず1996年以来ずっと英語４単
位分の負担増である。
　2002年からは2000年以降の体制を維持，文
部（英文科）の外国語科目に中国語，韓国語

が開講され，また文部（2002年設置の心理・応用コ

ミュニケーション学科），経部（経済学科・経営情報学科・

2002年設置の経済法学科），社部にも韓国語が加わ
り，外国語の選択肢が広がる。これで外国語
科目とは，必修英語Ⅰ・Ⅱ４単位（英文を除く

文部心コミ，社部，経部対象）は別として，英語Ⅲ
〜Ⅵ（英文科のみ除く），独語Ⅰ〜Ⅳ，仏語Ⅰ〜Ⅳ，
中国語Ⅰ〜Ⅳ，韓国語Ⅰ〜Ⅳ，の中から一言
語を選び，選択必修科目として８単位履修す
ることが全学部生に義務付けられたことにな
る。韓国語の導入は政治・経済のグローバル
化の進捗からみても当然の成り行きである。
朝鮮半島には現在も冷戦構造に付随する難問
は残存したままだが，1965年日韓基本条約が
結ばれ国交が樹立されると日本企業がどんど
ん韓国に進出し，両国の経済協力は活発にな
り，韓国は「漢江の奇跡」と称される経済発
展をみる。1960〜70年代の日本の高度経済
成長，1970〜80年代の韓国，そして1980年
以降の中国の高度経済成長は大学の外国語の
在り方にも大きく影響を及ぼすことになる。
全国の大学で中国語・韓国語の履修視者数は
うなぎ上りに増加する一方，独語，仏語の履
修者数は次第に減少していった。韓流ドラマ
がブームとなり，韓国語への関心がさらに高
まるのは2003年以後である。
　2007年のカリキュラムは北星学園大学に
とって，外国語教育の大きな転換点となる。
それは言語部門に副専攻制度ができたことで
ある。文部（心理応用コミュニケーション学科），社
部・経部の英語Ⅰ・Ⅱの４単位の必修がなく
なり，英語Ⅰ〜Ⅳとしてそれ以外の言語同様
の位置に組み入れられ，英語Ⅰ〜Ⅳ（英文科の

み除く），ドイツ語Ⅰ〜Ⅳ，フランス語Ⅰ〜Ⅳ，
中国語Ⅰ〜Ⅳ，韓国語Ⅰ〜Ⅳ，５言語横並び
に同一の履修条件となった。全学部の学生に
とってこの中の一言語が８単位の選択必修外
国語科目となる。さらに副専攻制度導入に伴
いそれぞれの言語に関連する５科目が開講さ
れた。下記のように選択必修科目８単位と新
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たに開講された５科目をあわせ，合計20単位
の履修により副専攻を申請することができる

（ただし，フランス語は対象外）。
　「海外事情」は選択した言語を使用する国
に滞在し，実際の体験を通じてその国の暮ら
しや文化に触れ，視野を広げ，思考を深める
と同時に語学のスキルアップを目的とするも
のである。大学の寮で生活しながら，あるい
はホームステイをしながら学生は現地の大学
で語学研修をする。この副専攻制度でフラン
ス語のみが対象外となった理由は2007年のこ
のカリキュラム作成時にフランス語の専任が
いなかったということに原因がある。演習科
目は専任が担当するという規定があるため４
年次開講の「フランス語演習」を履修ガイド
に掲載することができなかったのである。フ
ランス語を選択した学生は４年次になって演
習を履修することができない。演習をとらな
ければ，副専攻規定の20単位を満たすことが
できず，フランス語のみが対象外となったの
である。フランス語の専任（筆者）の着任は
翌年の2008年であった。４年次を前にして，
他言語と同じように海外研修も受けたにもか
かわらず，なぜフランス語のみ副専攻の対象
から外れるのかという疑問がフランス語の履
修生から提出された。演習を履修しなければ
副専攻をとることはできない。フランス語を
学ぶ機会は３年次止まりなのである。学生は
意欲満々で３年次まで来て，４年次も当然続

けられると思いこんでいたら，乗るべき船が
なかったのだ。フランス語を続けたいという
学生の強い要望は３年次の履修枠の上級フラ
ンス語Ⅰ・Ⅱを（A）と（B）に分け，上級
フランス語Ⅰ・Ⅱ（B）が設定され，４年次
に（B）が履修できるようになったというこ
とで決着をみた。しかし，この不公平な事態
を現実のものとして学生が認識したのは３年
次の終わりごろになってからであった。履修
ガイドを熟読しなかった学生にも，年次進行
で展開する事態に合わせた形式的な手続きを
怠った言語部門にも落ち度があるのだが，結
果として大学は学生に対する公平性よりも手
続きを優先したことになる。フランス語が他
の言語と同じように副専攻の対象となるの
は，８年後，つまりプログラムの１サイクル

（４年）が終わり，2011年度入学生が４年生
になる2014年を待たねばならない。毎年学生
から同じ疑問が呈され，同じ解答をする担当
者としては遺憾の一言に尽きる。しかし，学
生は，副専攻という形式より実質を取ったと
いうことを公式検定（文科省認定実用フラン
ス語技能検定試験）の準２級を取得すること
によって証明している。
　2013年度のカリキュラムには以下のように
経済学部経済学科のみ変更が見られる。他学
科と同様に５言語Ⅰ〜Ⅳまでの選択履修の可
能性は残したものの，英語（Ⅰ・Ⅱ）４単位
必修が復活したのである。従って経済学科の

選択必修外国語　○○語 ８単位 １・２年次 （○○語は選択言語）

　新科目：

　　　　　○○語と文化 ２単位 ２年次

　　　　　海外事情 ２単位 ２年次

　　　　　上級○○語Ⅰ ２単位 ３年次

　　　　　上級○○語Ⅱ ２単位 ３年次

　　　　　○○語演習（フランス語は対象外） ４単位 ４年次 合計20単位

英語（Ⅰ・Ⅱ） ４単位必修 １年次

ドイツ語(Ⅰ・Ⅱ)、フランス語(Ⅰ・Ⅱ)、中国語(Ⅰ・Ⅱ)、韓国語(Ⅰ・Ⅱ)のなかから ４単位必修 １年次

英語(Ⅲ・Ⅳ)、ドイツ語(Ⅲ・Ⅳ)、フランス語(Ⅲ・Ⅳ)、中国語(Ⅲ・Ⅳ)、韓国語(Ⅲ・Ⅳ)のなかから ４単位必修 ２年次
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学生の必修単位数は12単位となり，他学科に
比べ４単位分の負担増となる。
　経済学科の学生は１年次に英語（Ⅰ・Ⅱ）
を取ると同時に，初修の外国語どれか一言語
の履修が義務づけられ，さらに２年次には，
初修の外国語を続けるか，１年限りで止めて
英語に切り替えるかを選択しなければならな
い。現実問題として学科内に英語の履修が望
ましいというような一方向に誘導する状況が
あれば大半の学生は初修の外国語を続けるこ
とをやめ，英語に流れて行くであろう。そう
なれば，全学に開かれた初修外国語の副専攻
制度は彼らにとって存在しないも同然のもの
となる。ここで改めて英語の重要性とまた初
修外国語を学ぶ意義が問われるであろう。英
語が国際語に代わるものとなった現在，その
重要性はいうまでもなく，英語くらいわかる
ようになってほしいと願うのは，大方の大学
における語学教育全体に対する見方の趨勢で
ある。確かに英語は極めて重要な言語である。
しかし問題は「・・・くらい」という言語学
習の安直なとらえ方である。こうしたとらえ
方をすれば，とりわけ初修外国語は難しいし，
時間食いだから１年くらいでよかろうという
ことになる。まさに語学教育に対する蒙昧と
しか言いようがない。この伝でみれば，英語
教育そのものさえも粗末な会話表現パターン
の暗記に終始する授業になり下がり，初修外
国語については必ずしも必要とはいえない科
目になってしまうのは必至であろう。大綱化
以降は，だいたいにおいて初修外国語は他の
科目としての単位の読み換えによって科目と
しての自律性を失い，自由選択科目への移行
から履修者を減らし，徐々にその命運が決
まってきている。北星においても，1987年に
自由選択科目が設置されているが，なし崩し
的な移行をなんとか食い止め，180時間の履
修時間を選択必修というかたちで辛うじて守
りぬき，生き延びてきたことは特筆すべきこ
とであろう。相対的に全国の大学で初修語学

縮小，削減が多く見られる現在においてさえ，
北星がこの履修時間数を維持し，しかも自律
的な学習（教育）コースとして副専攻制度を
取り入れ，それを特化していることは北星な
らではのプログラムとして誇れるべきもので
はなかろうか。

４．外国語教育の意義と新たな方向性

　冷戦構造の崩壊後，世界経済のグローバル
化に対応すべく施行された大綱化以後の教授
法の変化は著しい。とりわけ英語について
は，中学・高校・大学と長年学習してきたに
もかかわらず，乏しいままの会話力をなんと
か改良しなければならなかった。国際関係に
おいてどの分野でも英語が共通言語として使
われている現在，実践的な英語力がなけれ
ば国益にも影響が及ぶ。人材も経済も情報も
国境を越え展開している国際化に対応するた
めには，まずは使える英語が必要であり，コ
ミュニケーションに役立つ語学教育がなによ
りも重要である。こうした見解に応えるよう
にして，英語の教授法の変化を皮切りに語学
教育は長年の「読む・書く」中心の教授法か
ら「聞く・話す」技能の開発へと軸足を移し，
会話力のスキルアップがクローズアップさ
れ，やがてそれが重要視されるようになって
いった。国際化に対応するためには何よりも
聞くことができ，話せなくてはならない。ま
た90年代に出現したインターネットの普及も
これまでの教授法の変更に拍車をかけるもの
であった。どこの大学も使える言語の習得を
目標にe-learningを取り入れたり，ゲームを
取り入れたり，その言語を使う社会の臨場感
を演出すべく工夫を重ね，聞き，話そうとす
る技能の覚醒と開発を目指してきたのだ。
　その結果，耳から聞いて理解できるように
なり，少し話せるようになって言語学習に対
する喜びと興味を持つ若者が増えたという点
は大きな成果であろう。かつての言語教育は，
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欧米なり東洋なりの文化の吸収や教養を涵養
するものと考えられてはいたが，外国語を異
文化のコミュニケーションの手段とみなすよ
うな目標も基盤もなかったのだから大いなる
進歩とみるべきであろう。
　しかし教授法の変化によってどれほど多く
の学生の言語能力がどれほど伸びたのであろ
うか。語学はある一定のレベル以上になり，
なんとか自分の方から意思疎通を試みる時間
を体験として生きればそう簡単に忘れること
はないが，そのレベルに到達するには少なか
らぬ時間がかかるのである。ましてや初修の
外国語であればなおさらである。「聞き・話
す」技能開発に比重をかければ，時間を割い
た分だけは読解力が落ちる。使える言葉の習
得を目的とする教授法が主流になるにつれ，
学生の「読み・書く」能力が落ち，読解に
よって培われる思考力が減退してきたことは
確実である。「ならば，それだけ時間もかか
り，成果も挙がらないなら初修の外国語は減
らせばよい。世界の共通語は英語なのだから
差し当たり英語さえできればどの国の人とも
コミュニケーションができ困ることもないの
だ。初修外国語を減らせば，英語や専門科目
の時間を圧迫することもなく，その分充実し
た授業ができる」と，残念ながらこのように
考える教師は少なくない。しかし反対に「大
学でこそ提供できる初修の外国語は貴重なの
だから是非とも存続させるべきである」と考
える教師も多いのである。英語が重要である
こと，またコミュニケーションが可能になる
ようなスキルアップの重要性については誰に
も異論があろうはずはない。しかし大学の語
学教育が英語一辺倒でよいはずもなく，コ
ミュニケーションの手段としての言語のスキ
ルを教えることだけが大学の外国語教育の使
命ではないはずだ。大学の外にはスキルを教
える語学専門学校がどの都市にもあるのだ。
経済のグローバル化が政治過程にも教育過程
にも入り込み，情報も人材も易々と国境を越

え，相互協力関係が不可欠の地球規模のダイ
ナミスムのなかでは，確かに共通語としての
英語はなくてはならないものだろう。英語が
使えなければ，意志疎通もできず国境なき競
合世界の潮流からは取り残されてしまうだろ
う。ここに大きな英語学習の意義があるのは
確かだ。だが忘れてはならないことは，この
ようなグローバルな潮流に国境はなくても，
そこで働き，生活する個々人は，それぞれを
育んでくれた文化を背後にもち，個々人のア
イデンティティを支える祖国とその文化があ
るということである。すべてが星条旗とユニ
オンジャックに包まれているだけであってい
いはずはない。単一の言語を共通語として制
度化してしまえば，広い視野に立った深く多
様な相互理解の可能性は狭まってしまうだろ
うし，何よりも多様な文化が平等に共存する
という形態は崩れてしまう。だからこそヨー
ロッパ連合は英語を共通語とせず，多言語，
多文化主義をあるべき規範と考え，複言語
主義を教育に取り入れたのである（13）。ヨー
ロッパでは母国語以外の２つの外国語の習得
が奨励され，実施されるようになり，母語が
英語のイギリスでさえ当然のこととして外国
語の習得が義務づけられるようになった。日
本はこうした世界的な傾向に対して英語一辺
倒に偏ってしまっているのである。学ぶ言語
を英語のみにすれば，英語文化圏風な解釈や
発想や反応しかできなくなり，それ以外の国
への関心や興味を持つ機会は減少する。そし
て未来の日本の文化力の幅は狭まり，平たく
なり，国力も落ちて行く。これからの日本の
未来を背負う若者には，大学こそさまざまな
言語や文化をも学ぶ環境を提供し，多様な解
釈や発想，反応があることを教える役割があ
るのだ。個別の言語そのものをそれぞれの国
の文化とみるならば，社会の経済活動や多様
な社会事象も表象としてのあらゆる文化的意
味をもつ大きな言語活動なのである。日本に
欠けているのは言語活動＝文化という意識で
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あろう。目先の経済的な視点のみからこの言
語は役立つが，こちらは無駄というように外
国語科目にまで経済的価値判断を持ち込むべ
きではない。一言語のみに偏らず，また道具
としてのスキルアップのみに偏らず，多様な
言語を習得する環境を提供し，知識に裏付け
られた知性を育んでいくことが大学の使命で
あろう。このような認識を踏まえるならば第
二外国語教育の意義と役割の大きさが納得で
きる。従って北星学園大学において，初修外
国語が英語に並ぶ副専攻制度に加わった意義
は，グローバルな世界観に立つならば計り知
れない意義があると言える。
　大学に入学し，初めて知る言語の基礎を２
年間学んだあと，その言語が話される現地で
語学のスキルアップを図ると同時に文化研修
をする。帰国後，国際性のなんたるかを実体
験として学んだ学生は，その体験を踏まえて
自分の将来の希望や可能性を吟味しつつ，さ
らに続ける意志があれば副専攻のコースを選
択して，上級○○語，○○語演習を履修する
ことができるのである。
　1991年の大綱化において大学の設置基準は
以下のように設定されている。
１）大学は，当該大学，学部及び学科又は課

程等の教育上の目的を達成するために必要
な授業科目を開設し，体系的に教育課程を
編成すること。（改正後の第一九条第一項
関係）

２）教育課程の編成に当たっては，大学は，
学部等の専攻に係る専門の学芸を教授する
とともに，幅広く深い教養及び総合的な判
断力を培い，豊かな人間性を涵養するよう
適切に配慮しなければならないこと。（改
正後の第一九条第二項関係）

　北星学園大学における言語の副専攻制度は
この設置基準に応えるものであると同時に今
後の外国語教育のあるべき最善の方向性を示
すものといえるのではないだろうか。

５．むすび

　外国語教育は，戦前の知識を得るための最
重要科目から，戦後は専門科目の原書講読を
可能にする「補助科目」となり，1991年の大
綱化や国内外の経済活動の外圧により縮小，
削減の方向で変化してきたが，いまや，自律
した教科としての基本を見直す時期にきてい
るのではないだろうか。本質的なものには常
に新しさがある。先に引用した河井道はスミ
スの授業で何かしらのきっかけをつかみ，そ
の後国際社会を舞台に活躍し，自らも恵泉学
園を設立することにより社会に貢献した。彼
女は女学校時代を振り返り，北星は「賢明に
生きる道を学ぶ訓練の場」であったと述懐し
ている（14）。またスミスやモンクの教育の姿
勢からも当時の生徒たちは人生におけるかけ
がえのない誠実さを学びとったはずだ。敵対
関係にあった日本への６年後のエバンスの帰
国の喜び，そして最後の別れは教育を通じて
築き上げた人と人の関係の在り方を雄弁に物
語っている。かつては人が教えカリキュラム
ができ，教師と学習者の人生を色取るさまざ
まなエピソードが生まれた。今の時代はカリ
キュラムにそって人が動きルーティーン化さ
れた時間割をこなし，機械が教える。そして
人間関係が希薄になり，心に残るエピソード
が生まれる機会は減少してきた。そもそも本
来の言語教育の目的は，外国語を学ぶことに
より未知の世界に触れ，それをきっかけに生
じた好奇心が人間形成や学問への情熱につな
がるように導くことである，また広い視野に
立ち多様な文化を理解することができる深い
知性を育んでいくことでもある。とりわけ北
星学園大学は，「人間性・社会性・国際性」の
追求を大学教育の目標に掲げているのである。
　副専攻コースでは，２年間の基礎学習のあ
と，「海外事情」科目として，選択外国語を
母語とする国に赴くのだが，現地での実際の
体験は語学上のスキルアップにとどまらな
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い。そこでは，学生はグローバリティとロー
カリティの両面を自らの時間として生き，人
と人のつながりを考える。その過程で，自ら
は具体的にどのような社会に属し，どのよう
な文化に育まれ，どのような人たちと関係を
結び生きているのか考え始める。帰国後のレ
ポートや文集には多くが相対的視点の芽生え
を感じさせるものを書いている。その後は
個々人の内部においてこの相対性を乗り越え
るべく，より広い視野を目指し模索し，さら
に上級○○語や演習において自らの思考を進

化させ，誰のものでもない自らのことばを形
成しようとする。国際性を育む素地はこのよ
うなところにあるのではないか。こうしたイ
ンテグラルな学びの場を提供する外国語科目
の副専攻制度は，北星学園大学の教育の基本
姿勢にかなうものであると同時に，人材の育
成を可能にするプログラムのひとつとして，
今後の語学教育の在り方を示す模範となるも
のといえよう。

北星学園大学・外国語カリキュラムの変遷一覧表（参考資料）

数字は必修単位数（以下略）/ 第一：第一外国語/ 第二：第二外国語/ 外国語の表記は年次の呼称に準ずる
1962年
（昭和37年）北星学園大学開学
学科履修の手引

外国語科目 第一（英語） 第二（独語，仏語） 備　　考
英文科 ８ ８（単位必修）

社会福祉学科 ８ ４（単位必修）

*第二外国語８単位履修したものについては，そのうち４単位を各科専門科目の単位数として数えることができる
　以降の年度も同様である。

1965年（昭和40年）＊　経済学部経済学科増設
学生便覧

外国語科目 第一（英語） 第二（独語，仏語） 備　　考
英文科 ８ ８

社会福祉学科・経済学科 ８ ４

1969年（昭和44年）
学生便欄

外国語科目 第一（英語） 第二（独語，仏語，露語） 備　　考
英文科 ８ （単位必修） ８ （単位必修） 第二外国語に露語を開講

社会福祉学科・経済学科 ８ （単位必修） ４ （単位必修）

1987年（昭和62年）＊　経済学部経営情報学科増設
履修便覧

外国語科目 第一（英語） 第二（独語，仏語） 自由選択（独語，仏語，露語） 備考

英文科 ８ ８ ８ （露語のみ４単位）
自由選択外国語は第二外国語（８単位）をすでに履修し
た者のみ履修可。３・４年次配当の自由選択外国語は第
二外国語として履修した以外の外国語であること

* 自由選択外国語が開設される
* 英文科において前年度まで第二外国語の範疇にあった露語は自由選択外国語に分類され，３年次，１年間のみの開講となる。従って‘87年度入学生が露語の

履修を希望する場合は，独語か仏語を８単位履修した後の３年次（‘89）を待たなければならない。

外国語科目 第一（英語） 第二（独語，仏語，露語） 備考
社会福祉学科

経済学科
経営情報学科

８ ４
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1989年（昭和64年・平成１年）
履修便覧

外国語科目 第一（英語） 第二（独語，仏語） 自由選択（独語，仏語，露語，中国語） 備　　考

英文科 ８ ８ ８ （露語・中国語のみ４単位）
自由選択外国語は第二外国語（８単位）をすでに履修し
た者のみ履修可。３・４年次配当の自由選択外国語は第
二外国語として履修した以外の外国語であること

＊英文科自由選択外国語に新たに中国語を開講。３年次，１年間のみの開講（’87年度以降の入学生のみ履修可）。

外国語科目 第一（英語） 第二（独語，仏語，露語，中国語） 備　　考
社会福祉学科

経済学科
経営情報学科

８ ４
第二外国語に中国語が加わる
第二外国語４単位以上を専門科目に読み換えることがで
きる。

1996年（平成８年）＊社会福祉学科　→社会福祉学部（福祉計画学科・福祉臨床学科・福祉心理学科）増設
　　　　　　　　　（以降，文学部（英文学科）→文部（英），経済学部　→経部，社会福祉学部　→社部と表記）
履修ガイド＊第一・第二外国語の分類がなくなる　→外国語科目に統一

外国語科目 英語 独語，仏語（Ⅰ〜Ⅳ） 備　　考

文（英） ４ ８
文（英）の自由選択外国語が消え，露語・中国語の履修
機会はなくなる
英語８単位→４単位必修となる

外国語科目 英語（Ⅰ・Ⅱ） 英語（Ⅲ〜Ⅵ），独語，仏語，
中国語（Ⅰ〜Ⅳ） 備　　考

経部・社部 ４ ８

＊経部・社部の第二外国語の選択肢から露語が消え，必
修単位数が４単位から８単位に増加。英語については８
単位の必修が４単位に減少。必修英語（Ⅰ・Ⅱ）を１年
次に４単位履修した後，新たに加わった英語（Ⅲ〜Ⅵ），
独語（Ⅰ〜Ⅳ），仏語（Ⅰ〜Ⅳ），中国語（Ⅰ〜Ⅳ）の中
から一言語を選び２・３年次に８単位履修しなければな
らない。

2000年度（平成12年）
履修ガイド

外国語科目 独語，仏語（Ⅰ〜Ⅳ） 備　　考

文（英） ８ ＊文（英）は外国語としての英語の４単位必修がなくな
る

外国語科目 英語（Ⅰ・Ⅱ） 英語（Ⅲ〜Ⅵ），独語，仏語，中国語（Ⅰ〜Ⅳ） 備　　考
経部・社部 ４ ８

2002年度（平成14年）
履修ガイド　文学部（心理・応用コミュニケーション学科→心コミと記載），経済学部（経済法学科）開設

外国語科目 独語，仏語，中国語，韓国語（Ⅰ〜Ⅳ） 備　　考
文部（英） ８

＊外国語科目として英文科は中国語，韓国語が開講され選択肢が広がる。

外国語科目 英語（Ⅰ・Ⅱ） 英語（Ⅲ〜Ⅳ），独語，仏語，中国語，韓国語（Ⅰ〜Ⅳ） 備　　考
経部・社部・文部（心コミ） ４ ８

＊経部・社部・文（心コミ）は韓国語が開講され選択肢が広がる。

2007年度（平成19年）
履修ガイド
＊独語・仏語　→　ドイツ語・フランス語に標記変更
＊副専攻制度開始
＊副専攻制度導入に伴い英語，ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語に以下５科目が開講された。選択必修と同一の言語のみ履修することができる。（○
　○語は選択言語を表す）
＊副専攻は，選択必修科目の言語８単位と，新開講の以下５科目をあわせ，合計20単位の履修により申請することができる。
必修選択外国語　○○語　　　　８単位　　１・２年次
　　○○語と文化　　　　　　　２単位　　２年次
　　海外事情　　　　　　　　　２単位　　２年次
　　上級○○語Ⅰ　　　　　　　２単位　　３年次
　　上級○○語Ⅱ　　　　　　　２単位　　３年次
　　○○語演習　　　　　　　　４単位　　４年次（フランス語は対象外，2011年度入学生より可能）　　　計20単位

外国語科目 ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語（Ⅰ〜Ⅳ） 備　　考
文部（英） ８

外国語科目 英語，ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語（Ⅰ〜Ⅳ） 備　　考

経部・社部・文部（心コミ） ８

＊経部・社部・文部（心コミ）の英語（Ⅰ・Ⅱ）の４単
位必修がなくなり，英語は（Ⅰ〜Ⅳ）として他言語同様
の位置づけとなる。このなかから一言語８単位の選択必
修となり，外国語は５言語すべて横並びに同一の履修条
件となる。
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2013年度（平成25年）
履修ガイド

外国語科目 ドイツ語，フランス語，中国語,韓国語（Ⅰ〜Ⅳ） 備　　考
文部（英） ８

外国語科目 英語，ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語（Ⅰ〜Ⅳ） 備　　考
経部（経済情報学科・経済法学科）・

社部・文部（心コミ） ８

外国語科目 英語（Ⅰ・Ⅱ） ドイツ語，フランス語，中国語，
韓国語（Ⅰ・Ⅱ）

英語（Ⅲ・Ⅳ），ドイツ語，フラ
ンス語，中国語，韓国語（Ⅲ・Ⅳ） 備考

経部
（経済学科） ４ ４ ４

英語（Ⅰ・Ⅱ）４単位必修（１年次），ドイツ語，フラ
ンス語，中国語，韓国語（Ⅰ・Ⅱ）４単位選択必修（１
年次），英語（Ⅲ・Ⅳ），ドイツ語，フランス語，中国語，
韓国語（Ⅲ・Ⅳ）４単位選択必修（２年次）

＊経済学部，経済学科のみ英語（Ⅰ・Ⅱ）４単位必修の復活，外国語は合計12単位必修となる。

［注］
（１）現在の語学教育の展開は５言語とも『北星

学園大学共通科目の新しい外国語教育』に
詳細が記載されている。『北星学園大学共
通科目の新しい外国語教育』北星学園大学，
外国語教育研究会2011年，共同文化社

（２）フルベッキの「ブリーフ・スケッチ」を参
酌して大隈使節団構想が作成された後，岩
倉使節団計画に切りかえられたが，この変
更は政府内の派閥対抗によるものである。

（３）『北星学園百年史　資料編』，北星学園百年
史刊行委員会，1990年10月（p.17〜18）

　　　・・・同二十年取リ敢ズ札幌ニ女塾ヲ開キ，
職務ノ傍女子ヲ教育シ度シトノ意ヲ洩セシ
ニ忽チ數名ノ賛成者ヲ得タリ。依テ女塾開
設ノ便宜ヲ與ヘラレンコトヲ當局者に請ヒ
シニ當局者モ之ヲ諒トシ，氏ノ住宅トシテ
與ヘシ構内ノ厩舎ヲ改修シ貸與セラレタレ
ハ之ヲ塾生寄宿舎及ヒ教室トナセリ。是ニ
於テ曾テ函館ニテ教ヲ受ケシ河寄フサ等七
名來リ學フコト，ナリ，・・・是ニ於テス
ミス女學校ト名ツケ附属幼稚園ヲモ設ケ一
月十五日開校式ヲ行フ。是レ即チ本校ノ當
地ニ産声ヲ擧ケシ揺籠時代ニシテ本道ニ於
ケル小學校以上ノ教育機関ノ嚆矢タリ。

（４）『北星学園百年史 通史篇』（p.75）
（５）『北星学園百年史通史篇』（p.206−207）山

田（石川）たよは十勝で孤児浮浪児の施設
「北星園」を経営，薄井（国井）あやは横
浜YMCAで婦人問題のカウンセラー，桟
敷ジョセフイン（よしこ）は倉敷紡績出女
工の労働条件改善の指導者，梅田（新井田）
幸子は医療ケースワーカーとして北海道母
子連合会会長，亀田（小原）アキは北海道
肢体不自由児福祉連合会副会長，渡辺（土
屋）フジは精薄児施設「ふじの学園」の園

長，特別養護老人ホームの施設長。
（６）『北星学園百年史 通史篇』（p.259）
（７）How can I picture to you that arrival after 

6½ years’ absence? Mere words cannot 
express the joy of seeing old friends and 
the sorrow of missing other friends who 
had passed on. About 100 were on the 
platform of friends, alumnae and teachers 
and 200 girls waited beyond the gate, 
in the falling snow. The rest of the girls 
were lined up in front of the school, blocks 
away. Many were laughing and crying 
at the same time as we shook hands and 
bowed. Then I heard the girls singing 
in English, their welcome song, and 2 
huge bouquets of chrysanthemums and 
carnations were handed to me. Several of 
the G.I.’s who had travelled north on the 
same train said,“ Gee, what an ovation!” 
and later on officer said. “I don’t know 
when I have been so touched as over the 
welcome of those girls.”…….As I greeted 
the 850 girls in front of the school, I 
noticed their uniforms, slacks fastened at 
the ankles for warmth, and all colors from 
stripes to plain colors, often reinforced 
with patches and the school middy and a 
jacket. But their faces were beautiful with 
their rosy cheeks and sparkling eyes, and 
they seemed like the same group I had 
left 6 years ago, but grown taller.『恩師の
おもかげ』エバンス先生，北星学園「恩師
のおもかげ・エバンス先生」刊行委員会，
1989年，（p.180-181）

（８）『北星学園80年誌稿』北星学園，昭和42年
10月（p.131）
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（９） 『北星学園百年史　通史篇』（p.514）
（10） 『北星学園80年誌稿』北星学園，昭和42年

10月（p.302-303）
（11） 昭和31年大学設置基準（文部省令第28号），

傍線引用者
（12） そ の 他 の 提 携 校：1965年Lewis & Clark 

College，アメリカ・オレゴン州ポートラ
ンド
1988年Buena Vista University, アメリカ・
アイオワ州ストームレイク
1988年 〜 2013年　BCA Study Abroad 

（BCA） （旧Brethren Colleges Abroad）
BCAコンソーシアム構成校 （Bridgewater 
College, Elizabethtown College, Juniata 
College, Manchester College, McPherson 
College, University of La Verne），
BCA 関連校　（Fresno Pacific University, 
Messiah College, Nebraska Wesleyan 
University, Bethel College, DePauw 
University, Goshen College, Eastern 
Mennonite University） 以上アメリカ
1988年 大連外国語大学，中国・大連市
1999年 Liverpool John Moores University，
イギリス・リバプール
2001年 St. Thomas University カナダ・フ
レデリクトン
2001年 カトリック大学校，韓国・冨川市
2004年 東海大学，台湾・台中市
2011年 Algoma University，カナダ・スー
セントマリー
2012年 Regent’s College，イギリス・ロン
ドン
2012年 University of Central Lancashire，
イギリス・プレレストン
2012年 San Pablo University，スペイン・
マドリード
2012年 Nebrija University，スペイン・マ
ドリード
2013年 Geneva School of Business，スイス・
ジュネーブ
2013年 Maranatha Christian University，
インドネシア・バンドン

（13） 2003年，欧州評議会が「外国語の学習，教
授，評価のためヨーロッパ共通参照枠」

（CEFR）を発表する。ヨーロッパは多数の
言語や文化が存在する多言語状態にある。
言語政策として一言語を共通語として採用
せず多言語主義multilinguismeを選択し，

現在は複言語主義plurilinguismeを取って
いる。複言語主義は，バイリンガル並みの
言語能力の習得を目的とするのではなく，
個々人が持つ複数の言語能力が複合的に結
びついてコミュニケーション能力が形成さ
れることを目指し，またそれらの複言語能
力の多様性に積極的な価値を認めようとす
る世界観をいう。つまり，４技能がたとえ
そろわなくても部分的にできる能力をも積
極的に評価しようとするものである。具体
的には母語＋２言語を習得し，時と場合に
応じてこれらの言語を駆使し，コミュニ
ケーションを可能にし，この言語文化の多
様性にヨーロッパ人としてのアイデンティ
ティを求めることを目標とする。この複言
語主義に基づいて，ヨーロッパでは言語教
育や評価に一貫性を持たせるため共通の枠
組みやポートフォリオ（個人評価ツール）
を作成し，またEU域内での人的交流を図
るため，エラスムス計画やソクラテス計画
などを設定し，それらを生涯教育にまでつ
なげようとしている。

（14） 『私のランターン』河井道，新教出版社，
（p.69）
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Academic Area Minor, Multilingualism, Plurilingualism

The Sense and New Direction of Foreign Language Education:
Researching the Sense and the Direction of Second Language 
Education, Following its Historical Development at Hokusei 

Gakuen University
Momoyo TAKAHASHI

　As globalization brought about changes in social and economic development, the Standards 
for the Establishment of Universities were revised in 1991.  This has had a profound influence, 
in particular on second language education. As a result, the role of language education in 
university education as a whole has been decreasing and continues to do so.  By following 
historically how foreign language education has developed from the founding of Hokusei Girls’ 
School up to today’s Hokusei Gakuen University, this paper illustrates the essential sense of 
second language education and investigates its direction in the future. The system of academic 
area minors created in 2007 offers integral learning which has the purposes of not only making 
progress in language abilities, but also improving comprehension of another culture in all its 
diversity and cultivating intellectual curiosity. This system can serve as one important and 
useful model for second foreign language education in the future. 

  ［Abstract］






